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             令和９年度予算における、多様な性と生き方に関する要望書 

  

 

調布市の性的マイノリティー当事者数は少なく見積もって7千人※1です。令和4年に策定された、第5次調

布市男女共同参画推進プランは令和8年度で終了し、令和9年度からは次期プランが始まります。引き続

き、基本目標1の1つ目に挙げられている「人権を尊重し多様性を認め合う意識の醸成」※２を掲げ、私た

ち当事者および当事者の家族を含めた一人ひとりのＱＯＬ向上を目指し、多様性（ダイバーシティ）を尊重

する施策として、以下の要望をいたします。（※１令和２年 埼玉県 多様性を尊重する共生社会づくりに関

する調査結果より） 

 

 

記 

 

 

１、【ファミリーシップ宣誓制度の導入】 

調布市では令和３年にパートナーシップ制度が導入されましたが、パートナーシップ制度のみでは、共に 

暮らす子どもがパートナーの家族として公に認められないという問題点があります。共に親として育ててい 

る現状があっても、戸籍上の親ではないため子どもにまつわる法的な手続きが出来ない、有事の際に子ど 

もを園や学校に引き取りに行くことができない、などです。近隣区市では世田谷区・多摩市などがファミリ 

ーシップ制度を導入しています。調布市でもファミリーシップ制度の導入の検討をお願いいたします。 

（担当部署：多様性社会・男女共同参画推進課） 

 

２、【ユース世代へのサポート】 

令和7年度の予算要望時、LGBT ユース世代のサポートのために、「にじーず多摩」との連携を要望しまし

たが実現は困難のようです。そこで、調布市独自のユース世代のサポートの場（相談場所や自助グループ



等）の設置を要望します。現在、私共は調布市子ども・若者総合支援事業「ここあ」と、調布市青少年ステ

ーションCAPSの2箇所に、ユース世代へのアンケート調査（秘密厳守の元、多様な性について相談したり

仲間同士で自由に話せる場があるとよいか？等）の実施を計画中です。このアンケート結果をもとに、調布

市初のユース世代へのサポートの実現が叶うよう、見守りとお力添えをお願いします。              

（担当部署：多様性社会・男女共同参画推進課、または「ここあ」、またはCAPS） 

 

３、【「アライ職員」の配置・増員】 

当事者の味方・仲間のことを「アライ」（英語ではALLY）と呼びます。アライの職員を「アライ職員」とし、市 

の各部署に最低一人は配置してください。すでに一人はいらっしゃる部署には増員をしてください。 

アライ職員は特別な資格は要りません。一人ひとりの当事者のことを知り、学び、共に歩みたいと考え、でき 

ることをしたいと考える方ならどなたでもアライです。そして市民と接する職員に、アライ職員を表明する方 

が存在することで私たち当事者の安心感は格段に向上します。アライ職員は東京都が配布するアライピン 

バッチ※３をつける、仕事用のIDに虹色の小さなシールを貼る※４こと等で、簡単に表明ができます。 

（担当部署：多様性社会・男女共同参画推進課をはじめ、全ての部署） 

 

４、【有事の際の、当事者への配慮】（令和7年度に引き続き、同内容） 

  地震などの有事の際、避難所に多目的トイレの設営をしてください。着替えを行う際に女性・男性を問わず

どなたでもプライバシーが守られるような、建物内の多目的テントの安全な設営の実施をお願いします。 

そしてそれらが性被害を助長させるものにならないよう、万全の体制で運営してください。男女を問わず必

要な方に必要なもの（生理ナプキンなど）が行き渡るよう、避難所での差別やハラスメントが起きないよう

な配慮をお願いします。避難所にアライ職員・アライのスタッフを最低一人は配置してください。       

（担当部署：総合防災安全課） 

 

５、【行政による性の多様性に関する講座や自主上映会等の開催】 

弊会は2021年12月より2026年７月まで毎月、計52回、どなたでも無料で受講・視聴できる「多様な性

と生き方」に関する講座を毎月、異なるテーマ・異なる講師にて開催し、2022年から年に1回は性の多様

性に関する自主上映会を実施してまいりましたが、資金面よりいずれも運営が困難になり、先月７月の講

座を最後に休止いたしました。 

市民が無料で参加できるこれらの講座や自主上映会などを、行政が先頭に立って開催してください。これ

らの講座等が定期的に行われる事で、市がLGBTQ当事者とその家族に対し前向きの姿勢を示し、「人権

を尊重し多様性を認め合う意識の醸成」を目指す施策を進めていることとなります。1～４の他の要望同様

に、私たち当事者のQOL向上につながるものです。                                          

（担当部署：多様性社会・男女共同参画推進課） 

 

以上 

 



参考資料 ※２ 

第5次調布市男女共同参画推進プラン P3 から抜粋 

 

 

参考資料※３                                             参考資料※４ 

東京都のアライグッズ・ピンバッジ                             １Dに貼るレインボーシールの例 
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